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・設立          １９２９年４月 

・資本金    ３３億９５百万円 

・本社     東京都中央区日本橋本町 

              ２－２－２ 

・事業内容   医療用医薬品・一般用医

薬品 製造販売 

・相模大井工場 神奈川県足柄上郡大井町 

              金手３７８ 

（敷地 ６７千㎡、建物延面積 ２３千㎡） 

・工場及び研究所人員 180名 

（2021/9/1現在 協力会社を含む） 

・常駐する協力会社 

 特別警備保障(警備業務)・㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾘﾘｰ

ﾌ  (ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ運転業務)・ (株)東海ビルメ

ンテナス（清掃業務）・派遣会社 5社 

● エネルギー使用量 

 ・電力     ７．８９４千ＫＷｈ 

 ・都市ガス    ２，３５０Ｋｍ3 

 ・ガソリン（社用車・ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ） 

  １，８１９Ｌ 

 ・ＬＰＧ          ６５ｍ3 

 ・井水          ４８８千ｍ3 

 

 

会社及び工場概要 

 

目 次 
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１ ご挨拶 

 

環境への取り組み 

  

 令和 3 年 7 月 1 日からの大雨および 8 月 11 日からの大雨により被災されました

皆様に対して、謹んでお見舞い申し上げます。 

 

新型コロナウイルスの感染が確認されてから 1 年半以上が経過しました。ワクチ

ン接種も進み、感染状況は下降傾向を示しておりますが、再び感染拡大の可能性も

あり、未だ社会・経済活動に大きく影響を与えております。 

一方地球温暖化等の気候変動については、地震、台風や集中豪雨等による大規模

な自然災害の頻度が増え、地球環境の変異を感じる事が多くなりました。日本にお

いても地球温暖化対策が緊急な課題となっており、昨年、温室効果ガス削減に向け

た大きな目標が掲げられました。社会全体で環境保護と経済活動を両立させた社会

を目指して、継続的な取り組みや改善を推進し、調和のとれた事業活動が必要とな

ります。 

 

相模大井工場では、昨年と同様に感染予防対策に取り組みながら、医療用医薬品

や医薬部外品等の原料調達、製造から物流まで含めたサプライチェーンにおいて、

環境負荷低減に努めながら生産活動を進めております。 

エネルギーに関して、電気はガスコージェネレーションシステムを活用、都市ガ

スについては使用量の削減を推進し、省エネルギー対策および CO2 削減に取り組

んでおります。排水関係では排出量や水質のモニタリングにより異常排水のリスク

低減を図り水質汚濁防止に努めております。また廃棄物関係では、資源の分別や再

利用等を推進し、廃棄物の減量化に取り組んでおります。化学物質関係では、新規

取り扱い化合物の有無、指定化学物質の取扱量や排出量を取りまとめ報告しており

ます。 

 医療用医薬品や医薬部外品等の事業活動を通じて、皆様の健康や生活の向上に貢

献していくとともに、エネルギーや廃棄物の削減に努めて環境保全活動を推進し、

持続的な発展に向けて努めてまいりますので、引き続きご支援を賜りますようお願

い申し上げます。 

 

 2021 年 10 月 1 日 

わかもと製薬株式会社 相模大井工場 

執行役員 生産本部長 

相模大井工場長 谷口 誠 
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２  環境方針    

 

環 境 方 針 
 

  わかもと製薬（株）相模大井工場は、常に「生命の尊厳」を第一義と

していることから、地球環境の保全が人類共通の最重要課題であり、

環境問題への取り組みを企業責任と認識し、次世代に「住み良い豊か

な地球」を引き継ぐため、下記行動指針に基づき環境保全活動を積極

的に推進する。 

 

行 動 指 針 
 

  １．わかもと製薬（株）相模大井工場で製造する、医薬品原料・医薬

品・医薬部外品・診断薬及び食品用乳酸菌の生産に伴う事業活動

が環境に与える影響を的確に捉え、技術的、経済的に可能な範囲

で汚染の予防に努める。 

  ２．環境に関連する法規制及び当工場が同意するその他の要求事項を順守する。 

  ３．省資源、省エネ、廃棄物の削減及び再資源化を推進し環境負荷低

減に努める。 

  ４．農業用地に隣接した立地条件を認識し、排水の管理を推進する。 

  ５．地域社会との共生に努める。 

  ６．定期的な環境マネジメントシステム監査及びシステムの見直しを

通じ、継続的改善を図る。 

 

             ２０１６年１０月０１日 

                 わかもと製薬株式会社相模大井工場  

              工場長  谷口  誠 
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３ 環境管理体制  

わかもと製薬株式会社相模大井工場の環境管理は、以下のような組織で運営しています。 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 専門部会の活動  

 省エネルギー部会 

    省エネルギー、Ｃ０２排出量の削減活動の推進・啓発を目標に、省エネタイプの機器等

の導入、冷房・暖房の適正温度の順守活動、各部門のエネルギー使用量をフィードバッ

クすることにより、エネルギー使用量の削減に取り組んでいます。 

 廃棄物部会 

    廃棄物排出量の減量化計画立案、推進、リサイクルの推進・啓発活動を行い、リサイク

ル率の向上及び廃棄物排出量の削減に取り組んでいます。 

  排水管理部会 

    排水管理を推進・啓発し、一般排水、公共下水道排水への未処理排水等を流出させない

よう取り組んでいます。 

  化学物質部会 

    化学物質の管理を推進、啓発活動を行い、取扱量、排出量の把握と削減に取り組んでい

ます。 

工 

場 

長 

 環
境
管
理
責
任
者 

環境管理委員会 

 

内 部 監 査 

 

ＩＳＯ事務局 

 

専  門  部  会 

 

廃 棄 物 部 会 

 

化学物質部会 

 

排水管理部会 

 

省ｴﾈﾙｷﾞｰ部会 

 

物  流  課 

 
製 

 
 

造 
 

 
 

部 

 
製 造 一 課 

 
製 造 二 課 

 

製 造 三 課 

 
製 造 四 課 

 

技 術 課 

 

総  務  課 

生 産 管 理 課 

生 産 企 画 課 

人事部業務支援課 

品  質  管  理  部 

 

ＧＭＰ管  理  室 
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５ 環境負荷の全体像（２０２０年度 年間使用、排出量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＰＵＴ ＯＵＴＰＵＴ 

 

 

生産原料 

 

包装材料 

紙容器 

プラスチック 

ビン等 

 

エネルギー 

電気使用量 

７，８９４千Ｋｗｈ 

都市ガス使用量 

２，３５０Ｋ㎥ 

 

 

用水 

井水使用量 

４８９千ｍ3 

 

設備 

機器 

 

 

事務用品 

備品 
 

 

 

 

 

 

 

 

大気への排出 
ＣＯ２ 
   ９，２３４t 

 

ばいじん 
      ２９kg 

 

酒匂堰への排水

排水量３８１千ｍ3 

ＢＯＤ      ７２８kg 

ＣＯＤ      ７８３kg 

窒素         ５９０kg 

りん             ４２kg 

下水道への排水 

排水量  ８１千ｍ3 

ＢＯＤ  ７，５３５kg 

ＣＯＤ    ５，０８５kg 

窒素          ７３８kg 

りん       ３３９kg 

 

副産物・廃棄物 

総排出量 

  １０４．１ｔ 

 再資源化量 

    ８３．２ｔ 

. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相模大井工場 

 

生産活動 

(相模研究所含む) 
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６ 環境への取り組みと実績 

環境目的・目標マネジメントプログラム２０２０に定めた実施項目に従い、環境保全活動を推

進しました。 主な活動実績は下記の通りです。 

２０２０年度 活動結果 

目  的 目  標 結  果 備  考 

温室効果ガス 
の削減 

・電力使用量の削減 
 製造部門(前年度原単位以下) 
 非製造部門(前年度維持) 
 
・都市ガス使用量の削減 
 製造部門(前年度原単位以下) 
非製造部門(前年度維持) 

 
・社有車等燃料使用量の削減 
ガソリン（28.3L/月以下） 
(社用車・軽トラ) 
ガソリン（139.5L/月以下） 
（マイクロバス） 

 
・達成率  ９１．０％  
・達成率 １０９．２％  
 
 
・達成率   ９２．１％  
・達成率 １０１．１％  
 
 
・達成率 １０５．５％ 
 
・達成率 １１０．５％ 

 
 
 
 
 
 
・詳細は P8 
を参照  

廃棄物の減量化 ・資源化率の向上 
    （８８％以上） 
 
・排出量の削減 

(前年度以下) 

・達成率  ７９．９％ 
             
 
・達成率 １２６．５％  

・詳細は P11
－12を参照 

資源の有効利用 ・コピー紙使用量の削減 
    (前年度以下) 
 
・副産物の有効利用 

・達成率 １０４．０％ 
       
 
・肥料として農家等 
に譲渡 

 
 
 
 

環境管理の改善 ・PCBコンデンサー等 
の委託処分 

 
・作業効率の向上 

・すべて処理済み。 
 
 
・作業等の改善提案とし

て 186件提出された。 

・詳細は P13
を参照 

 

法順守体制 
の整備 

・PRTR法対応の推進 
 
 
・緑地の維持管理 

・特定有害物質の県への
届出。 

 
・定期的に緑地の除草及

び樹木の剪定を実施
した。 

・詳細は P12
を参照 

地域社会との 
共生 

・地域社会で開催する美化活動
等への参加 

・地域行事への協力 
 

・新型コロナウイルスの
影響で、各種参加型イ
ベントが中止となり
ました。 

 
 

・P16～P17を
参照 
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（１）温室効果ガス排出量の推移 

    ２０２０年度の電力・都市ガス（ＣＧＳを含む）からのＣＯ２排出量９，２３４ｔで

した。２０１９年度（９８１３．７ｔ）より５７９．７ｔ減少しました。削減率は 

６．３％でした。 

   温室効果ガス（ＣＯ２）排出量  単位：ｔ （過去８年間の推移）     

 注）2020 年度シナジアパワーのＣＯ２排出原単位は炭素クレジットを反映した値 0.467

（kg-ＣＯ２Ｋｗｈ）、都市ガスの排出係数は 2.36（kg-ＣＯ２／㎥）を使用した。 

 

（２）大気汚染物質の推移 

 １）ばいじん排出量の推移 

２０２０年度の煤塵排出量は２９Ｋｇでした。２０１９年度（３７ｋｇ）と比べて

８Ｋｇ減少しました。煤塵排出量は、ボイラ６台で合計が１５ｋｇで、ＣＧＳ１台

で１４Ｋｇ、合計が２９ｋｇとなります。削減率は２１．６％でした。 

   ばいじん排出量  単位：Ｋｇ （過去８年間の推移） 

 

  注）ばいじん量については、実測した２回の平均を使用しています。 
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（３）エネルギー使用量の推移 

 １）電力使用量の推移                                

２０２０年度の電気使用量は、７，８９４千Ｋｗｈでした。２０１９年度（８，５５

８千Ｋｗｈ）比較すると実績で６６４Ｋｗｈ減少し削減率し７．８％となりました。 

電力の契約電力は１，８００KWH で、ＣＧＳは最大７００Ｋｗｈまでの電力発電がで

きます。 

  電力使用量  単位：千Ｋｗｈ  （過去８年間分の推移） 

 

 

２）都市ガス使用量の推移                                    

     ２０２０年度の都市ガス使用量は２，３５０Ｋｍ3でした。２０１９年度（２，５０８

ｋｍ3）に比較して１５８Ｋｍ3減少し、削減率６．３％となりました。 

  重油・都市ガス使用   単位： ガス Ｋｍ3（過去８年間分の推移） 
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３）ガソリン（社用車・送迎ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ）・LPG使用量の推移            
       ２０２０年度のガソリンの使用量は、１，８１９ℓでした。２０１９年度（２，０１

８ℓ）に比較して１９９Ｌ減少し、削減率は９．９％となりました。また、 ＬＰＧに
ついては、２０２０年度は６４ｍ３使用しました。２０１９年度（１２９ｍ３）比較し
て６４ｍ３減少し、削減率５０．４％となりました。 

 

    ガソリン使用量  

   単位：ガソリン Ｌ   ＬＰＧ ｍ３（過去８年間分の推移） 

 

 

    ＬＰＧ使用量  
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（４）用水使用量及び公共下水道排水の推移                    

    ２０２０年度の工場（研究所含む）用水使用量は４８９千ｍ３を使用しました。２０

１９年度（５３２千ｍ３）に比較して４３千ｍ３減少し、削減率は８．１％となりまし

た。また、２０２０年度の公共下水道は８０．８千ｍ３排出しました。２０１９年度

（６２．３千ｍ３）と比較すると、１８．５千ｍ３増加し、２９．７％の増加率となり

ました。今後も排出に関しましては、削減と法規制値を順守した管理を実施して行き

たいと考えます。 

    用水使用量・公共下水排水量  単位：千㎥ （過去８年間分の推移）  

    

（５）廃棄物発生量の推移                          

    日頃より、産業廃棄物量の削減、リサイクル率向上に努めています。２０２０年度は

年間総廃棄物量が１０４．１ｔ発生し、２０１９年度（１４１．８ｔ）から３７．７

ｔ削減し、削減率は２６．６％となりました。また、リサイクル率は目標値としてい

る８８％に対して、８０％という結果でした。今後も、廃棄物の減量化やリサイクル

率向上に向けて活動してまいります。   

廃棄物発生量 単位：トン  廃棄物再資源化率 単位：％ （過去８年間の推移） 
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廃棄物保管施設 

                                            

                            生ごみ処理機 

６４．１Ｍ × Ｗ４．３５Ｍ × Ｈ３．８Ｍ 
 

 
２ｔフォークリフト        １台 
１．５ｔ計量器          １台 
１００ｋｇ計量器         １台 
１．５ｔチェーンブロック     ２台 
プレスコンパクター        １台 
破砕機プラスチック用       １台 
アンプル屑用           １台 
１ｔ保管箱           ５４基 
１ｔガラス屑用          ８基          
生ゴミ処理機           １台       破砕機プラスチック用 

 

（６）化学物質の管理                                                                      

 ＰＲＴＲ法に沿った形で、第一種指定化学物質 年間取扱量 1ｔ以上、特定第一種指定 

化学物質０．５ｔ以上の物質については、取扱量・排出量等を神奈川県に届出ることに 

なっております。弊社での対象物質はｎヘキサンだけとなっていますが、主に使用している 

化学物質の購入量をまとめております。 

 

主な使用管理対象物質（前年度との比較） 

指定化学物質名 
取扱量(Kg) 

２０１９年度 ２０２０年度 

第一種 アセトニトリル ６２１．５ ３１０．３ 

 〃 クロロホルム ２．４ ６．０ 

 〃 ホルマリン ７０９．１ ４１９．０ 

 〃 ホウ酸(ホウ素化合物) ３４７．０ ３００．４ 

 〃 ｎへキサン ６，２４６．４ ３，２５０．０ 

第一種特定 ベンゼン ０．８ １．３ 
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（７）ＰＣＢ廃棄物の排出と保管状況                     

 高濃度ＰＣＢ含有物としては、すべて処理が終了しています。 

 

７ 環境会計 
集計範囲：わかもと製薬㈱相模大井工場（一部研究所も含む） 

対象期間：２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日 

環境保全コスト                        （単位：千円） 

コスト分類 主な取り組み内容 投資額 費用額 

事業エリア内コスト  ７，４１０   ２６，１０４ 

 

公害防止コスト 
・排水処理施設の維持管理 

・ＣＩＰ排水中和装置設置 
６，８８２ １４，４９７ 

地球環境保全 

コスト 
・ボイラの維持管理 ６，４６０ ６，７５８ 

資源循環コスト 
・廃棄物処理委託 

・廃棄物のリサイクルなど 
２，９１６ ４，８４８ 

上・下流コスト 
・容器包装再商品化委託費 

・廃棄製商品の適正処理 
２，５０１ ５，９３７ 

管理活動コスト 

・環境マネジメントシステム維持・運用 

・排水、大気等の分析調査 

・事業所内の緑地保全 

２，２６８ ４，６５１ 

研究開発コスト ・動物空調維持管理 ５，２７６ ５，２７６ 

社会活動コスト 
・社会貢献活動 

・環境保全に関る団体等への寄付金 
３６ ３６ 

環境損傷コスト ―       ０      ０ 

その他のコスト ― ― ― 

 合   計  １７，３９１ ４２，００４ 

 

環境保全効果                          ▲は増 

効 果 の 内 容 単 位 ２０１９年度 ２０２０年度 環境保全効果 

電気使用量 千Ｋｗｈ ８，５５８ ７，８９４ ６６４ 

都市ガス使用量 Ｋｍ3 ２，５０８ ２，３５０ １５８ 

ガソリン.軽油使用量 ℓ ２，０１８ １，８１９ １９９ 

井水使用量 千ｍ3 ５３２ ４８９ ４３ 

ＣＯ２排出量 ｔ ９，８１４ ９，２３４ ５８０ 

廃棄物排出量 ｔ １４１.８ １０４.１ ３７.７ 

水質（ＢＯＤ、ＣＯＤ） ｔ ７.６ １４.１ ▲６.５ 
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８ 緊急事態への対応 

相模大井工場（研究所含む）では緊急事態を想定した防災訓練及び火災予防訓練等を実施

しております。また、大規模地震災害後を想定した、工場・研究全体での避難訓練等も計

画的に行っております。また、会社全体では大きな災害が起きた場合、従業員の安否確認

をする手法として、ＡＮＰＩＣ（安否確認システム）を利用して、年に１回から２回程度

の会社全体での訓練を行っています。また、大型台風や、ゲリラ豪雨等による天候悪化に

より、社員が公共交通機関で帰宅できなくなる「帰宅困難者」が発生しないよう、迅速な

対策を取るよう心がけています。 

 

● ガス漏れ訓練（自衛訓練） 

   ２０２０年度は、１２月２３日に技術課内部の特定業務訓練の一環として、地震等による

ガス漏れが生じたと想定して、当該ガス会社が到着し対応するまでの時間、工場内に本部

を立ち上げると同時に、ガス漏れ付近を封鎖する訓練を行いました。 

  

● 避難訓練 

相模大井工場（研究所を含む）では、地震等による大規模災害の対策として、総括的な

防災訓練を１１月１９日に行いました。本年度は、新型コロナウイルス感染症対策として、

工場内３ヶ所に避難場所を設定しました。役員によるテント設営訓練、各職場の避難誘導

班による指定された避難所までの誘導訓練、避難後の人員確認等、確実かつスピーディー

に行動できるように毎年行っています。また、避難訓練での移動の時は、ヘルメット着用

を義務付けております。 

           ≪防災隊役員によるテント設営訓練≫ 
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●放水訓練と消火訓練 

 弊社で組織している自衛消防隊員への訓練として、１１月１９日に放水訓練を小田原消防署

の隊員による指導で実施いたしました。消火栓の取り扱い方や、消火ホースのつなぎ方、操法

管槍の持ち方、放水に指示の掛け声等、細かく訓練しました。 

≪小田原消防署員の指導による放水訓練≫ 

   

   

また、同日に小田原消防署の隊員による、新入社員中心の消火訓練も行いました。新入社員

は、消火器の取扱いについて消防署員からレクチャーされました。今回は、水消火器を使用し

て消火訓練を実施し、参加者は真剣な表情で訓練していました。 

≪新入社員による消火訓練≫ 
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●自衛消防隊ポンプ班による消火ポンプ稼働訓練 

当工場では、自衛消防隊組織の中にポンプ班があります。工場内に消火栓は完備しています

が、消火栓が届かない地区もあります。その部分を補うために可動式消火ポンプが２台完備し

てあります。ポンプ班は、ポンプの可動手順と能力の確認を毎年行っています。また、月に一

度はエンジンの稼働点検も行っています。 

 

 ≪自衛消防隊による可動式消火ポンプ訓練≫                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

   

９ 社会貢献活動 

● 美化活動 

 本年度予定されていた、5 月の酒匂川統一美化キャンペーンと、１1 月の大井町クリーンキ

ャンペーン２０２０については、新型コロナウイルス感染症の影響で、中止となりました。   

 

●自動販売機等による募金活動と食品自動販売機 

飲料用自動販売機にて売り上げの一部を、非営利団体を通し寄付金として、東日本大震災へ

の義援金や盲導犬協会の募金支援活動に取り組んでいます。また、赤い羽根募金やエコキャッ

プ活動を通じて、社会貢献活動への協力参加も行っています。また、飲料用の自動販売機の一

台を、災害時に飲料水が取り出せるようになり、災害時対策も取っています。 

福利厚生面では、食堂が廃止された時に、売店も閉鎖されたためコンビニエンス提携自販機

の設置を２０１４年３月から設置し、好評を得ています。 

≪募金付の自動販売機≫     ≪左側の自動販売機が、コンビニ提携の自動販売機≫  
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≪大井町福祉協議会への協力としての赤い羽根募金≫ 

      

● 献血運動 

   当工場(研究所を含む)は、年に２回開催しています。２０２０年度の開催日は１回目が

７月１日で１２名、２回目が１２月１７日に１５名の協力がありました。今後も継続し

て献血運動を推進していきたいと考えます。 

   

● 地域社会との交流 

   例年は地域社会とのコミュニケーションを図るために、自治会の夏祭り（７月）、どん 

ど焼き（１月）、また、自治会が毎年計画している「花見の会」についても、昨年同様 

新型コロナウイルスの影響により中止となっています。 

１０ おわりに  

  わかもと製薬相模大井工場では、地域と共生を重視しています。その一環として、グラウ

ンドの使用の要望がある場合、条件にもよりますが大井町の在住者及び各種団体にグラウン

ドをお貸ししています。 

表紙の写真は、工場近くにある大井幼稚園の園児たちによる、「凧揚げ大会」の風景写真

です。園児たちが自分たちで作った凧を、グラウンド内を駆け回って凧揚げをしている姿を

見て、私自身の子供ころを思い出しました。上手に上がっている凧もあれば、地面に落ち引

きずって壊れてしまった凧など様々でしたが、帰るとき、満面の笑顔で手を振ってくれた仕

草は、天使のようにも見えました。 

今後も、弊社で地域の方との交流は進めて行きたいと考えております。 

  

本報告書の作成にあたりましては、皆様方からの貴重なご意見 ・ご感想・ご指導を頂き、 

作成させていただいています。内容について、さらなる充実を図っていきたいと考えており 

ます。また、何かございましたら下記の事務局までお申し出を頂きますようお願い申し上げ

ます。 

  

「環境報告書２０２１」に関する意見・お問い合わせは  

              わかもと製薬株式会社 相模大井工場  ＩＳＯ事務局  

              〒２５８－００１８  神奈川県足柄上郡大井町金手３７８ 

                        ＴＥＬ：（０４６５）８３－３３１１   

                        ＦＡＸ：（０４６５）８２－０８６１ 


